
小平市社会福祉協議会
マスコットキャラクター「こふくちゃん」

令和3年（2021年) 3月5日 No.247  小平社協だより

社協だよりは奇数月の発行です。社協事業は会員の皆さんの会費や寄付で成り立っています。ご協力お願いします。

TEL.042（344）1217  FAX.042（341）6220

問合せ こだいら生活相談支援センター  ☎042（349）0151

　

　住居確保給付金とは、離職や廃業、休業等に伴う収入の減少によ
り、住居を失うおそれが生じている方々に対して、原則３か月（最長
９か月（令和２年度中に新規申請した方は最長12か月））、家賃相当
額（上限あり）を自治体から家主さんに支給する制度です。
　令和３年３月３１日までの間に住居確保給付金の支給が終了し
た方に対し、解雇以外の離職や休業等に伴う収入減少等の場合
でも、申請により、３か月間に限り再支給が可能となりました。
　再支給を希望される場合は、問合せ先までご連絡ください。

住居確保給付金
再支給の申請は３月まで

　緊急小口資金（特例貸付）、総合支援資金（特例貸付）の申請
は初めての貸付、再貸付いずれも、令和３年３月３１日までです。
新型コロナウイルス感染症により、収入が減少・失業された方
への貸付です。
　貸付を希望される場合は、本会ホームページをご覧いただ
くか、問合せ先までご連絡ください。
　　
特例貸付に関する不審電話・特殊詐欺にご注意ください
　東京都社会福祉協議会職員を名乗る人物からの不審電話が
発生しています。東京都社会福祉協議会から借入申込者に電
話をすることは一切ありません。不審電話があった場合は、絶
対に個人情報等を伝えないよう、ご注意ください。
　また、第三者（会社の場合もあり）から特例貸付を紹介され、借
入申込みをして送金された後に、手数料（紹介料）を求められる
事案も発生しています。これは特殊詐欺といわれる犯罪です。
　もしも、上記のようなことがありましたら、本会や警察に相
談してください。
　　　　 総務係  ☎042（344）1217

総合支援資金（特例貸付）の再貸付が実施されます。

問合せ

家主さんに直接
家賃をお支払い！

小平市が令和4年度に予定している児童発達支援センターの開設に
伴う当センターの対応についてお知らせいたします。

　これまで長きに渡り、多くの方にご利用いただいてきまし
た、機能訓練室「希望」は、令和２年度末をもって当センターで
の事業を終了します。
 　令和3年度からは、あおぞら福祉センターの機能訓練室「歩」に統合
されます。

問合せ たいよう福祉センター ☎042（343）4976

問合せ
東京都共同募金会　小平地区協力会（本会内）
こだいらボランティアセンター
☎042（346）1424

機能訓練事業があおぞら福祉センター
に統合されます。

たいよう福祉センターからのお知らせ

1
　たいよう福祉センターの改修工事に伴い、現在、
当センターで実施している生活介護事業、児童発
達支援事業（あすの子園）、相談支援事業、言語相
談訓練事業、巡回相談事業を、仮移転先で実施しま
す。
　詳細につい
ては、今後の社
協だより等でお
知らせします。

令和3年度に、たいよう福祉セン
ターの仮移転が行われます。2

令和2年度末まで 令和3年度以降

あおぞら福祉センター 
機能訓練室「歩」統合

たいよう福祉センター
機能訓練室「希望」

あおぞら福祉センター 
機能訓練室「歩」

『歳末たすけあい募金』『歳末たすけあい募金』ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！
　昨年末に実施しました歳末たすけあい募金は、新型コロナウイルス感染
症の影響により、街頭募金の中止を含め、例年とは違った形での実施となり
ましたが、自治会をはじめ市民の皆さま、関係機関の方々には多大なご協
力をいただき、感謝申し上げます。
　皆さまからお預かりした募金は、市内のさまざまな地域福祉活動の充実
や経済的にお困りの世帯への年末見舞金として活用させていただきます。

総額：1,627,808 円



イベント情報

黎明会ケアスクール 介護の資格 受講生募集

令和3年度
初心者手話講習会

と き	 ５月１８日～令和４年３月１５日の間の火曜日 午後７時～８時４５分
	 全３５回 （原則として毎週ですが、お休みの週もあります。）
ところ	 主に福祉会館	 費 用	１,６5０円（テキスト代）
対 象	 市内在住・在勤・在学で、手話講習会の受講が初めての方
定 員	 20名	 講　 師	小平市聴力障害者協会会員　
申込み	 ５月６日（木）～１１日（火）先着順
	 ※感染症防止対策として、電話での申込みとします。
	 詳細は電話での問合せ時にお伝えします。
問合せ  �こだいらボランティアセンター　☎０42（346）1424
	 午前9時〜午後5時（平日および第2・4土曜日）

5/ 18
（火)

3/15
（火)

令和4年

ご寄付ありがとうございました
敬称略【令和2年12月１日～令和3年1月31日】

  寄付金合計 1,151,246円
寄付者お名前 金　額

1 一般寄付金…………………928,286円
豊国コンクリート工業株式会社 20,000円
編み物サークルボンボンの会 2,450円
サン・珈琲 中村 洋子 4,000円
望月 俊樹 4,000円
こころの広場　竹の子会  林 敬三郎 34,545円
卯の花会 5,700円
東京小平ライオンズクラブ 100,000円
西郷 昇子 10,000円
小平リサイクルキッズ 10,000円
清水 浩一 654円
アトリエみつわ　代表者 宇賀神 和子 2,700円
匿名 7 件 734,237円

２ ボランティア指定寄付金………36,960 円
高齢クラブ連合会女性部 12,110円
手編みグループ　小ひつじ 24,850円
3 子育て支援基金寄付金 ………130,000円
中田 千鶴子 50,000円
匿名 2 件 80,000円

４たいよう福祉センター事業寄付金… 56,000円
匿名 3 件 56,000円

　こだいらボランティアセンターや
東部・西部ボランティアコーナーの
窓口で、手作り作品を販売していま
す。作品は、寄付品の毛糸や布を使
用し、ボランティアの方々が心を込
めて作ってくださっています。どう
ぞお気軽にお立ち寄りください。
　また、こだいらボランティアセン
ターでは、市内福祉施設等への出
張販売も行っています。コロナ禍で
販売の機会が減っている中、自慢の
作品を見ていただければ幸いです。
※作品の売上は、作品作りのボラン
ティア団体が本会に寄付してくださり、地域福祉の推進に役立
てられています。

問合せ  �こだいらボランティアセンター ☎042（346）1424

権利擁護セミナー

西部VC講座 3月 「この指とまれ！」 東部ＶＣ講座 3月 「ブラッとプラッと」

と き	午後２時～４時
ところ	福祉会館４階 小ホール
定 員	40名（先着順）
費 用	無料
講　 師	志村 理さん（司法書士）

申込み	３月１５日（月）までに問合せ先へ

問合せ	権利擁護センターこだいら
	 ☎042（342)8780
午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）

と き 	午後２時～３時３０分
ところ 	福祉会館４階 小ホール
定 員 	40名（先着順）
費 用 	無料
講　 師 	�（公財）東京防災・建築まちづくり

センター職員
申込み 	３月２６日（金）までに問合せ先へ
問合せ 	権利擁護センターこだいら
	 ☎042（342)8780
午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）

と き 	 ①②どちらか選んでください。
	 ①午後１時30分～2時15分
	 ②午後2時30分～3時15分
ところ 	 さわやか館 多目的ホール
定 員 	 当日参加者6名・持ち帰り希望者 20名
	 （どちらも先着順）
費 用 	 無料  
持ち物  のり、はさみ、筆記用具
申込み	 ３/１8（木）までに問合せ先へ

と き 	午前10時～11時30分
ところ 	ほのぼの館 西部ボランティアコーナー活動室
定 員  5名（先着順）
費 用  無料
講　 師  安達 三郎さん
　　　　（絵手紙、水彩、書道講師、小平美術会会員、絵手紙 橙の会代表)
申込み 	 ３/１5（月）までに問合せ先へ
問合せ 	 西部ボランティアコーナー
	 ☎042（347）7858　午前9時～午後5時（土日・祝日を除く）

16
（火)

3/

3/
29
（月)

3/
22
（月)

16
（火)

3/

社協の相談コーナー
  3・4 月の専門相談
　成年後見制度の利用、判断能力が
十分でない方の権利擁護についての
ご相談をお受けします。
3月24日（水）・4月28日（水） 
時間:午後1時30分〜4時30分

権利擁護センターこだいら
☎042（342）8780

完全予約制

手作り作品を販売しています♪

問合せ  �総務係  ☎０42（344）1217

見 

舞 

金

学 

費 

援 

助 

金

対 象 	� 令和３年３月末日時点で１８歳以下の定職に就いていない方
金 額 	１人あたり２万円　
申 込 み 	 �３月５日（金）～１９日（金）の間に、問合せ先またはお住まいの

地域の民生委員・児童委員へ事前連絡の上、申請書等をご提
出ください。

提出書類 	 �①申請書（問合せ先で配付。または、本会ホームページからダウンロード）
	 �②事故を証明できる書類

対 象 	� 令和３年度に高等学校および専修学校に在学している方
金 額 	１人あたり10万円
申 込 み 	� ４月２日（金）～９日（金）の間に、問合せ先またはお住まいの

地域の民生委員・児童委員へ事前連絡の上、申請書等をご
提出ください。

提出書類 	①申請書（問合せ先で配付。または、本会ホームページからダウンロード）
	 ②事故を証明できる書類
	 ③令和３年度の在学を証明できる書類（学生証の写し等）

市内在住の交通遺児の方を対象に、本会より見舞金・学費援助金を支給します。
見舞金・学費援助金を支給します

交通遺児の皆さんへ ●イベント当日は、体温測定をお願いします。
●イベント当日に発熱や風邪の症状がある場合は、参加をお控えください。
●イベントに参加の際は、マスクの着用をお願いします。

【イベント等に参加される皆さまへ】
「この指とまれ！」他、本会主催のイベント等にご参
加の際は、新型コロナウイルス感染症予防対策へ
のご協力をお願いします。 今後の感染状況によっては、イベントを中止させていただく場合があります。

　手話体験講座です。ろう者（聞こえない人）の指導
で手話や聴覚障がいについて学びませんか？（今回は
おやつづくりはありません。)
と き 	３月２1日（日)　午後1時30分～２時30分
と こ ろ 	福祉会館3階 第1集会室
費 用 	100円　 定 員 	 15名
対 象 	 小学生以上。ただし小学１・２年生は原則として保護者同
伴、小学生のみの参加は保護者送迎のこと。大人のみの参加も可。
講 師 	小平市聴力障害者協会会員
注 意 	 ●検温してください。●マスクをしてください。
●当日具合が悪いときは連絡し、欠席してください。　申込み
いただいた方に事務局の携帯電話番号をお知らせします。
申 込 み 	３月16日（火）までに、電話またはＦＡＸで問合せ先
へ。ＦＡＸの場合は、名前・住所・電話番号を明記。（親子等で申
込の時は、申込者すべての氏名をご記入ください。)
問 合 せ 	小平手話サークル （古川）
　　　　☎/FAX 042（３４５）１７０８

手話体験教室

本会助成事業

　働きながら資格が取れるように、自宅学習とスクー
リング（日曜日8日間）のカリキュラムとなっています。
一般教育訓練給付制度の指定講座です。資格取得後、
介護の仕事に就きたい方には、就職先を支援します。
と き 	春コース　  4月17日～7月11日
	 秋コース　10月17日～令和4年1月16日
ところ 	黎明ホール（小川町1-485）
	 ※黎明会本部入口を利用してください。
費 用 	50,000円 　＊分割支払い可
	 （別途　指定テキスト代　3,300円税込）　
定 員 	１回12名

　無資格者（実務経験２年以上)・有資格者（介護職員初任者研
修修了者・ヘルパー２級取得者）向けの研修です。自宅学習とス
クーリング（日曜日6日間)のカリキュラムとなっています。介護
職員初任者研修修了者・ヘルパー２級取得者は研修期間が４ヵ
月に短縮されます。一般教育訓練給付制度の指定講座です。
と き 	 夏コース　7月1日～12月31日
	 冬コース　令和4年1月1日～6月30日
ところ 	 黎明ホール（小川町1-485）
	 ※黎明会本部入口を利用してください。
費 用 	〈実務経験２年以上の無資格者〉　93,000円
	 〈介護職員初任者研修修了者・ヘルパー２級取得者〉 
	 　　　　　　　　　　　　　　　60,000円
	 （各々別途　テキスト代14,080円税込）
定 員 	 1回12名

注 意  いずれの課程も新型コロナウイルス感染症対策のため、面接授業日数が短縮されています。
問合せ  �申込み  社会福祉法人黎明会 法人本部 今野
 ☎０４２（３４６）６６１１ FAX ０４２（３４5）５９７５　Mail  konnno@reimeikai.or.jp

介護職員初任者研修通信課程 介護福祉士実務者研修通信課程

　「将来自分が認知症になったら心配…
今からできることはあるかな？」
今回は、将来に備える任意後
見の仕組みを学びます。

～安心した生活を送るために～
　住み慣れた地域で安心した生活を送る
ために、見守りや葬儀、残存されている
家財の片づけを有料で行う

「あんしん居住制度」につ
いて説明します。

　医療・福祉従事者の方々に、感謝と応
援の気持ちを伝えるメッセージカードを
作りませんか。作ったカードは本会から
地域の施設等にお届けします。希望者
には、お持ち帰りキットもご用意してい
ます。※3月18日（木）までに東部ボラン
ティアコーナーでキットを受取り、3月25
日（木）までに作品をご提出ください。

　豊かな時間を一緒に過ごし、皆さんと交流す
る楽しさを味わいませんか？

あんしん
居住制度

感謝のメッセージカード
を作って届けよう

春の絵手紙講座

ボランティアボランティア
活動への活動への

意欲がある方、意欲がある方、
お待ちしてお待ちして
います！います！

成年後見基礎講座

「任意後見」
～自分で決める、未来の備え～

　東京小平ライオンズクラブ様は
設立５０周年を迎えられました。記
念事業の一環として、市内の私立
保育園・幼稚園、交通少年団、消防
少年団のほか、本会に対してもご
寄付をいただきました。
　ありがとうございました。

お 礼

問合せ 東部ボランティアコーナー ☎042（451）6711 午前９時～午後５時（祝日を除く月～木）

　本会では、NPO法人日本入れ歯
リサイクル協会と協力し、福祉会館
１階ロビーに、不要入れ歯回収ボッ
クスを設置しています。
　不要になった「貴金属のついた入
れ歯」がありましたら、ご寄付をお
願いします。
　その貴金属の代価の40％が小平
市の福祉に、その他はユニセフを通
じ世界の困難な状況にある子ども
たちへの支援に使われます。
問合せ  総務係 ☎042（344）1217

不要入れ歯の
回収にご協力ください　

本会へのご寄付をお願いします
　本会では、地域の皆さまからのご寄付を、１年を通じて受け付けています。
皆さまの思いを、地域福祉の充実につなげます。

●小中学校での福祉体験学習に！
●地域で活躍するボランティアの養成に！
●生きづらさを抱える方を支える仕組みづくりに！
●独り暮らしの高齢者の安心な生活のために！

●寄付金控除額（特定寄附金合計-2,000円）を
　年間所得金額から控除できます。
＊特定寄付金合計の上限は、所得金額の40％です

よりよい明日のために・・・
遺贈寄付という選択
　近年、ご自身の大切な財産を、愛着
のある地域の福祉のために寄付したい
という相談をお受けします。遺言書によ
り、福祉団体等を指定し寄付することを
遺贈寄付といい、受取人として本会を
指定いただくこともできます。遺言書の
作成が必要となりますので、詳しくはご
相談ください。

いただいたご寄付は、地域で支え合う福祉のまちづ
くりのための諸事業に活用させていただきます。

本会へのご寄付は特定寄附金として税制の優遇措置
を受けることが出来ます。

問合せ  �総務係 ☎042（344）1217

春休み子ども春休み子ども

広告に関するお問合せは、直接広告主にお願いします。
茶道具・掛け軸・絵画・版画・古書・文具・古陶磁器
工芸・武具・仏教美術・中国美術・東洋美術 その他

 豊富な経験と知識で、安心・丁寧な査定。
 出張・鑑定料無料。お気軽にご相談下さい。
 相続の鑑定書作成も承ります。

0120-72-6060

美術・骨董品買います美術・骨董品買います

訪問リハビリマッサージ専門

随時 無料体験施術を行っております。
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三品 義之 様（本会役員）
本会監事として適切な事業実施及び
理事会運営、業務執行について監査
を行い、透明性の高い法人運営に貢
献されています。

ほのぼのひろば
花小金井北地域センター（卯の花会）
代表　雨宮 和子 様  宮𥔎 宗子 様
小物づくりや交流会など様々な活動を通じ、誰もが気
軽に集える地域の居場所を運営されています。 野﨑 美知子 様

30年以上前からご家族や地域
住民の方々と共に街頭募金活動
に積極的に参加されています。

ほのぼのひろば
津田公民館（はてな）
代表  小

お
平

だいら
 三郎 様

一人暮らし高齢者の居
場所を運営されてい
ます。その活動は地域
の日常的な見守りに繋
がっています。

小平車椅子ダンスの会 代表　池内 理 様
障がい者や高齢者も社交ダンスに楽しんで参加できる
よう、介護用車いすを利用して活動されています。

「第６９回東京都社会福祉大会」
において、表彰された方々を紹
介します。受賞された皆さま、お
めでとうございました。

知
事
感
謝
状
受
賞

知
事
感
謝
状
受
賞

会
長
感
謝
状
受
賞

知
事
感
謝
状
受
賞

会
長
感
謝
状
受
賞

賞をいただいて大変光栄です。

いつも元気で
愉しい交流が
モットー！！

19歳になる孫も
ベビーカーに乗っている頃から、
一緒に参加してきました。
募金活動はそのまま
家族の歴史になっています。

このような賞を
いただけること
は会として大変
励みになります。
本当にありがと
うございました。

皆さんの元気な
顔や姿を励みに
30年続けることが
できました。
これからも地域で
楽しく活動して
 いきます！

～社会福祉協議会の活動は皆さまの会費によって支えられています～
　民間の社会福祉団体である本会は、会員の皆さまからいただいた会費を、地域福祉を推進するうえでの貴
重な財源としています。会員の皆さまには、引き続き、会費という財政支援による本会へのご支援をよろしく
お願いします。会員の皆さまへの“会員継続のお願い”は、４月に発送予定です。

　本会では、市内小中学校の「総合的な学
習の時間」の中で実施されている「福祉体
験学習」のコーディネートを行っています。
　「福祉体験学習」は、本会登録ボランティ
ア団体や障がい当事者等の協力を得て、
車いす・手話・点字の体験や、視覚障がい

者交流・障がい
者スポーツ交流・知的障がい理解・高齢者理解の体
験を通じて、福祉のこころの醸成を図ることを目的
としています。
　「アイマスク・視覚障がい者交流」は、ガイドヘルプ
ボランティア「あい」さんに長年ご協力いただいてい
ます。メンバーの戸谷さんご夫妻と生活している盲
導犬のボンゴが昨年11月で引退し、最後の授業が
上宿小学校で行われました。

　令和２年度も、多くの皆さまから会費をご納入いただきました。
　新型コロナウイルス感染症の流行により大変な状況の中での皆さまからの
ご協力に、心より感謝申し上げます。
　今後も地域福祉の推進に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いします。

 令和２年度
 会費納入のお礼

福祉体験学習の様子

アイマスクをするとほんとに
すべてがやりづらかった。
戸谷さんは、 小平うどんをこな
からつくっていてすごいと思った。

子どもたちは、難しそうなことも

努力したり工夫したりすれば何でも

できるということを知ることがで

き、勇気づけられたと思います。

　今年度の福祉体験学習はアイマスク・視覚障がい者交
流に限らず、コロナ禍においても、体験内容を工夫し、障
がい当事者・ボランティアの皆さんのご協力をいただき
ながら、様々なメニューの福祉体験学習を実施すること
ができました。これからも、小平市の福祉教育に力を入
れてまいります。� （こだいらボランティアセンター）

福祉体験学習 福祉体験学習を終えて・・・

ガイドヘルプボランティア
「あい」の皆さんとボンゴ

教員

児童

令和３年度 会員加入（継続）のお願い本会会員
の

皆さまへ

〜このような事業に使わせていただきました〜




